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子
ど
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の
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困
の
解
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う 
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高
齢
者
や
障
が
い
者
、
ひ
と
り
親

世
帯
な
ど
に
対
し
て
入
居
を
拒
む

賃
貸
住
宅
が
あ
り
、
住
ま
い
を
持

て
な
い
と
い
う
声
が
多
く
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
身
寄
り
が
な
い
、
地
域

で
孤
立
し
て
い
る
な
ど
の
理
由

で
、
住
ま
い
の
維
持
・
管
理
が
難
し

く
な
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

困
難
を
抱
え
る
人
の
住
ま
い
の
問

題
に
対
し
、
自
治
体
は
、
福
祉
の
視

点
で
「
居
住
支
援
」
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

府
中
市
で
は
２
０
２
２
年
に
住

宅
課
が
「
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

住
ま
い
相
談
」を
設
置
し
て
対
応
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

状
況
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
住
ま

い
の
確
保
支
援
を
し
て
き
た
件
数

は
２
０
２
４
年
度
で
わ
ず
か
36
件

で
、
居
住
後
の
継
続
的
な
見
守
り

な
ど
の
生
活
支
援
は
、
委
託
し
て

い
る
社
会
福
祉
協
議
会
任
せ
で
市

は
十
分
に
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

「居
住
支
援
」は
喫
緊
の
課
題 

 

 

昨
年
の
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

法
改
正
に
よ
り
、
入
居
を
拒
ま
な

い
賃
貸
住
宅
を
増
や
し
、
「
居
住
支

援
」
を
推
進
す
る
た
め
、
入
居
後
の

安
否
確
認
や
見
守
り
、
必
要
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
つ
な
ぎ
、
死
後
事

務
な
ど
を
貸
主
と
居
住
支
援
法
人

が
連
携
し
て
行
な
う
「
居
住
サ
ポ
ー

ト
住
宅
」
の
制
度
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
自
治
体
は
制
度
の
活
用
に

積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
相
談
窓
口
の
周
知
と
、
住
ま 

い
の
確
保
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
支

援
体
制
を
つ
く
り
、
「
居
住
」
を
保

障
す
る
取
り
組
み
を
福
祉
部
局
と

の
連
携
で
行
な
う
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。 

             
 
 

   
 

 
 

   

縦
割
り
の
行
政
で
は
解
決
が
困

難
な
問
題
に
対
し
て
、
行
政
と
地

域
の
支
援
団
体
な
ど
が
連
携
し
て

解
決
し
て
い
く
「
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
」
を
府
中
市
は
今
年

４
月
か
ら
本
格
実
施
す
る
と
し
て

い
ま
す
。 

 

「
市
役
所
に
相
談
す
る
の
は
気
が

引
け
る
」「相
談
し
て
も
『
た
ら
い
回

し
』
に
さ
れ
て
諦
め
る
」
と
い
っ
た

市
民
の
声
が
あ
り
ま
す
。
市
の
体

制
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
、

質
問
し
ま
し
た
。 

 ３月議会 一般質問 

る
。
複
雑
化
し
た
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
は
関
連
部
署
や
団
体
と
連
携

し
て
支
援
し
て
い
く
」
と
い
う
答

弁
で
し
た
。
し
か
し
、
市
民
は
困

り
ご
と
を
担
当
課
だ
と
思
う
部

署
に
相
談
し
ま
す
。
ど
こ
の
課
の

職
員
に
相
談
し
て
も
対
応
で
き
、

職
員
の
誰
も
が
相
談
内
容
を
共

有
で
き
る
し
く
み
が
必
要
で
す
。 

 

新
た
に
取
り
組
む
「
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
」
で
は
、
市
民

が
抱
え
る
問
題
を
市
役
所
全
体

で
支
え
る
「
包
括
的
な
相
談
支

援
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
各
課

が
ス
ム
ー
ズ
に
連
携
で
き
る
共
通

の
相
談
シ
ー
ト
の
作
成
と
、
ど
こ

の
窓
口
で
も
市
民
の
困
り
ご
と

を
捉
え
ら
れ
る
研
修
に
取
り
組

む
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

  

こ
れ
ま
で
の
縦
割
り
行
政
の 

弊
害
が
浮
き
彫
り
に 

 

市
は
事
業
開
始
に
先
立
ち
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
職
員
か
ら
「
相
談
時
に
課
題

整
理
が
十
分
で
き
ず
、
相
談
者
が

複
数
窓
口
を
行
き
来
し
て
し
ま

う
」
「
職
員
に
よ
り
対
応
が
異
な

っ
て
し
ま
う
」「
他
の
課
と
の
情
報

共
有
が
難
し
い
」
と
い
う
答
え
が

上
が
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
縦
割
り

行
政
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。 

相
談
の
し
く
み
は 

ど
う
変
わ
る
の
か 

 

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」

で
は
「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い

の
か
分
か
ら
な
い
相
談
は
、
市
役

所
の
『
福
祉
総
合
相
談
窓
口
』
で

受
け
つ
け
、
関
係
部
署
に
つ
な
げ 

 

 住まいの確保と 

 孤立しない暮らしのために 

 「居住支援」は福祉の視点で 
 

 市民の困りごとは 

 市役所全体で 

 まるごと受け止める 

 包括的な相談支援を 

「居住支援の推進に向けて」 

この街で安心してくらし続けていくために 

             居住支援を考える国分寺の会 主催 

 3月 28日、国分寺市で行なわれた居住支援フォーラムに

参加しました。 

立川市の居住支援法人「住まいと暮らしの相談室」の大嶽

貴恵さんから、取り組みについての講演がありました。 

大嶽さんは相談窓口として、丁寧なアセスメントを行な

い、必要な時は相談者の同行支援も行なっています。福祉

的サポートが必要な相談者と信頼関係を築くとともに、居

住支援に協力的な不動産業ともコミュニケーションを取って

いるそうです。また、立川市の住宅課の職員と意見交換を続

け、情報共有の仕組みが整っています。 

「居住支援とは『家』を貸すだけでは 

ない。生活支援で『住まい（安心）』を貸 

すこと。それにより、家主の安心にもつ 

ながる」という言葉は、居住支援の根 

幹だと思いました。 

 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

介
護
保
険
制
度
の
崩
壊
を
阻
止
！ 

国
へ
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た 

  
 

２
０
２
７
年
度
の
制
度
改
正
で
は
、
制

度
の
維
持
を
可
能
に
す
る
た
め
と
し
、
利

用
者
の
自
己
負
担
の
引
き
上
げ
な
ど
が
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
己
負
担

が
増
え
る
こ
と
で
利
用
控
え
が
起
こ
り
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
使
わ
ず
、
高
齢
者
の

自
立
し
た
生
活
が
困
難
に
な
る
こ
と
や
、

家
族
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
介
護
事
業
所
は
人
材
不
足

に
よ
り
、
経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
保
険
料
を
引
き
上
げ
る
一
方

で
、
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
を
狭
め
て
き
た
介

護
保
険
制
度
は
持
続
可
能
性
を
高
め
る

ど
こ
ろ
か
、
「
制
度
は
あ
っ
て
も
サ
ー
ビ
ス

無
し
」
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
以
下
の
要

望
を
国
に
求
め
る
意
見
書
を
提
出
し
、
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。 

１ 

介
護
保
険
利
用
料
の
２
割
負
担
の
対 

 

 
 

象
範
囲
に
つ
い
て
は
、
一
律
の
基
準
に 

 
 

 
 

よ
る
引
き
上
げ
を
行
な
う
こ
と
な
く
、 

 
 

生
活
実
態
や
家
計
負
担
を
十
分
に
踏 

 

 
 

ま
え
、
慎
重
に
判
断
す
る
こ
と 

２ 

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
と
事
業
所
経 

 
 

営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
基
本
報
酬
の 

 

 
 

引
き
上
げ
を
す
る
こ
と 

３ 

介
護
保
険
財
源
に
対
す
る
国
庫
負
担 

 
 

割
合
を
引
き
上
げ
る
こ
と 
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   わくわくまちづくりサロン  
  議会報告とまちづくりについての意見交換会です。 

  どなたでも参加できます。お気軽にご参加ください。 

  ４月２８日（火） １０:00～１２：００ 

  府中・生活者ネットワーク事務所にて 

   お問合せは 府中・生活者ネットワーク ０４２―３６０－４４４３      

   Eメール fuchu-snet@ric.hi-ho.ne.jp 

 

 

３
月
議
会
よ
り 

 ２０２６年度の一般会計は、過去最大の１３３０億９千万

円です。生活者ネットワークは、女性、福祉や教育施策など

に異議があり、予算に反対しました 

●男女共同参画センター「フチュール」での「女性問題相談」

では毎年多くの相談があります。女性支援新法が施行され

「男女共同参画計画」を策定したものの、法に基づく新たな

女性支援の取り組みはありませんでした。 

●人権尊重の観点での取り組みである「デート DV 予防講座」

を市内の全中学校で行なうという提案はありませんでした。 

●庁内でのハラスメント対策については、職員の相談窓口で

相談するものの、対応を求める届け出は少数です。実態調査

と予防啓発のための指針作成が必要です。 

●介護人材不足の対策として「功労手当」をふちゅペイで支

給するという提案がありましたが、人材確保につながるかは    

       疑問です。現場からは「功労手当」ではなく  

       「移動手当」や「暑さ手当」のようなニーズ  

       に合わせた手当の支給が求められています。 

●産後ケア事業では「上の子がいる」などの理由で施設に行

けない人のための訪問型の取り組みの提案はありませんで

した。事業ニーズを把握するための調査が必要です。 

●空き家対策として「ワンストップ相談窓口」が提案されま

したが、委託事業者による電話のみの対応です。相談が市か

ら離れることになり、空き家対策はますます後退してしまい

ます。 

●小中学校では１人１台のタブレットが配布されています

が、今年度は新しいデジタル教材 

に代わり、タブレットの活用が増 

えます。学校教育でのデジタル化 

の拡がりによる子どもたちへの影 

響が心配されます。 

  

 

「
米
国
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
へ

の
軍
事
攻
撃
及
び
そ
れ
に
伴
う
報
復
の

連
鎖
に
対
し
、
外
交
努
力
に
よ
る
即
時

停
戦
を
求
め
る
決
議
」が
議
会
で
可
決 

 

米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
先
制
攻
撃

と
、
イ
ラ
ン
に
よ
る
中
東
全
域
で
の
報
復
攻

撃
の
実
施
に
よ
り
、
多
く
の
人
命
が
奪
わ

れ
て
い
ま
す
。
邦
人
保
護
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
高
騰
な
ど
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
も

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
核
兵
器
と

戦
争
を
な
く
し
、
平
和
な
世
界
を
築
く
こ

と
が
人
類
共
通
の
課
題
と
指
摘
す
る
「府
中

平
和
都
市
宣
言
」
の
も
と
、
事
態
の
早
期
鎮

静
化
に
向
け
て
、
即
時
停
戦
を
求
め
、
平
和

的
解
決
に
立
ち
戻
る
よ
う
求
め
る
決
議
が

提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。 

 

２０２６年度の予算に反対しました 

デジタル環境から子どもを守る対策を 

パソコンやタブレット、デジタル教科書、インターネットなどの

情報通信技術（ICT）を導入した ICT 教育として文科省は、児童

生徒に１人１台の端末を導入する「GIGA スクール」構想を進め

てきました。府中市も２０２０年度から導入を始めました。 

おりしもコロナ禍の外出自粛と「GIGA スクール」が重なり、

子どもたちがSNSに触れる時間も所持率も増加しました。いま

や小学生７割、中学生９割が自分専用のスマホを持ち、動画やゲ

ームに１日３時間以上も費やすという調査報告があります。 

眼への過度な負担、運動不足、うつ症状の増加や学力の低

下、依存症リスクなどが指摘されています。 

昨年、上田昌文さん（市民科学研究室）を講師に、子どもたち

を取り巻くデジタル環境の影響について学びました。府中市の

予算で、デジタル教材やタブレットの更新費用が盛り込まれまし

たが、IT 先進国のスウェーデンでは２０２３年、タブレット推進の

教育を改め、紙を使うことに政策転換しました。 

若者の SNS 使用規制はフランス、スペイン、オーストラリアな

どで進んでいます。文科省は、子どもたちの将来のために、ICT

教育の推進一辺倒を見直す時期に来ています。府中市も状況把

握と対策が必要です。 

 

           編  集  後  記 

3 月に空き家対策として「空き家ガイドブック」が全戸配

布されましたが、発行後に、広告に留意するよう環境政策

課が HP で意見を出しました。市は作成費の支出はないと

言いますが、内容は薄く、広告が目立ちます。ガイドブック

の目的は何？作成責任の所在はどこに？と疑問が沸きます。 

 


